第10回まちの未来ＰＴ　　051410

１）アンケートについて

　●実施するかどうか

　　→実施する　　　　　　　　　　　　　　　　
　●目的・趣旨　　

　　広聴の一環として区民の意見を聞く

　　区民会議が行う事業（ＰＴ）のために広聴をおこなう
　　

　　アンケートの目的を明確にする

　・区プランやその後の流れについてはつどい当日に行うのでアンケート紙面には詳細をかかずに済む方法を考える＝区民はそこまで把握をして考えることは無理ではないか　情報理解のためには難しい
　・都市マスタープランの改訂時期が想定される　また提出提言する先としては都市マスだけでなく総合的に検討していく

　・青葉区の期待する方向性を皆で考える

　・青葉区まちづくり指針を知っている区民は少ないということを前提で、区民にアンケートを実施
　・アンケートで集めた意見は区政などへ反映するように提出提言をする・・・ということはアンケートでも説明を入れる必要がある

　・区民意見などは集めて、青葉区民会議としては、提言していくスタンスは確認する
　●対象と時期
　・時期　6月に実施
　・対象　

　　　対象を絞るか一般で実施するかの議論を行った

　　　一般で行う

２）アンケート内容の検討　　添付
＊宮崎案　
・説明部分

・青葉区の現状について　良い悪いをまず聞き、はいと答えた方といいえと答えた方からそれぞれ記述式で考えを聞いていく　なぜ「はい」なのか　なぜ「いいえ」なのかを記述してもらう

・青葉区在住の満足度を10段階で聞く　さらに理由を尋ねる
＊福島案　　　　　その他　小池案

●福島案の骨子説明と付随意見
　・全般的な区民意識の方向性は昨年の区民意識調査でおおよそ分かる
　・ターゲットを絞るーーー子育て世代　　高齢者

　　　　　　　　　　　　　実施期間の短さ　準備に要する時間が限られている

　・緑と書かれていたものは一体どんな緑なのかをさらに具体的に聞いておく

　・買い物に便利　とは・・　中分類小分類での意味を探ることができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　→部会で検討しやくすくなるような設問にしておく

　・育児大切だとはわかっていても具体的には何か・・は高齢者には分かりにくい

　　　　→高齢者に聞いても信憑性の高い　回答になるか？　・・選択にして回避できる　回答しやすくする
　　　　→子育て支援を地域で担っているのは高齢予備群ではないか　
　　　　　高齢層や一般層に聞くことも動向が分かるのでは　　・・対象を絞らない　

　・20年後を想定することを聞くことが中心となる
　　　　60－65歳はまだ現役感覚

　　　　通勤・通学層はまちへの関心が低い　具体的な回答に対して判断データを持っていない

　　　　　　　　　一般的なそつのない回答を選んでしまう　観念的な回答　報道データでの判断となりやすい
　・4つの切り口での設問とする　アイデアをもらう　考えをあぶりだすことができる
　　　　部会レベルで検討する際に、具体的な課題として見えてくる（ような設問にしておく）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・4つの切り口と関連する意識調査結果からさらに聞くこと(設問で工夫)に焦点を当てる
　・15－20年後という聞き方について：
　・分かりやすい質問の仕方

　・高齢者は老人会に依頼してはどうか　現状の悩み、青葉区の素晴らしいところなどを聞く

　・高齢者向け：同じ項目で、聞き方を二通りとする　今どうなっているか・と・これからこれは実現してほしいうことを聞くことで、どこまで実現されていると感じているかが分かる。　期待する象が見える
　・③④は両方に聞いてほしい

　・集計結果を部会活動や提言に結び付けていくのであればアンケートは目的ではなく手段
　・広聴＝みんなに聞く　→これでＰＲもする　・・・どうＰＲしておくのか

　・区民意識調査にもない、さらに聞いておきたい設問もあるのでは
　・20年後の夢というより、現実的な設問になってしまった

　　　　20年後のことではなく明日実現してほしいといった目先の話が出てくるかもしれない

　　　　目先をよくすれば、20年後は良くなるということでもある

　　　　目先の障害物を分かりやすくあぶりだす　→将来をよくするために掛るべきことが見えてくる
　・20年後の希望＝20年後に実現すれば良い　という考えではない
　　　　→20年後は考えにくい　切実な課題ととらえないのでは

　　　　　明日から20年後までの間に実現させたいものとしてとらえてはどうだろうか
　・高齢化は避けられない・・・若い層に継続的に転入してもらえる青葉区ブランドをどう作るか
　　　　→4－5年先にどうなってほしいかのほうが分かりやすい

　　　　→子育て、生活に関しては明日にでも解決してほしい課題があるが、緑や環境を意識した青葉区行政はという話になると、短期的なものではなく方針をきめて時間をとってやってほしいものになるのでは
　　　　　大きく二つにわかれるので
　・今の現状が分かれば、20年後は　もう解消していてほしいと考えられる
⇒現実的に対応するとして若い層に20年後どうなってほしいと尋ねても、切実な課題の方が多くて20年後は想像できないのでは・・・

　・具体的な問題点を知りたい　現状を知る　→将来的にどうなっていきたいかまで本当は聞きたい

　・①②に関しては、今の悩みを聞いたほうが意味のあるアンケートになる
　・◎がつくのは今青葉区にはない　不満ということになる・・時系列でみると優先順位となる
　・アンケートに20年後と書くと現実的ではない・・・⇒比較的近い将来に　実現してほしい青葉区の未来像
　・対象を絞るとはどういう意味があるか？
　　　高齢者には⑤のみを聞くアンケートとする

　・②は共通質問になるのでは

　・分析の際に丁寧な説明が必要になるのでは
　・広聴とするならいろいろな人に聞くのでは？　2段階目にテーマに合わせた対象を絞った聞き方は分かるが、全体像として、課題をだしたいのであれば全体に聞いてみたい
　・設問ではあらゆる場面項目で拾えるように入れたい　安心できる子育てにしても、交通や防犯、災害も入るのでは→設問で工夫が必要

　・グループヒアリングという手法もある
　・意識調査から将来像が読みとれるのかをさらに探さないとだめなのでは・・
　・意識調査の中で、問30のようなところでは、高齢者障害者への福祉サービスへの充実　が非常に多い

　　　→どの層も願っている方向は見えている
　　　→では何を望んでいるのか？　を聞くのが区民会議のアンケートになるのでは？？
　　　　　これを子育て層に尋ねても具体的な内容として回答しないのでは？
　・広聴は常に全員に聞かなくてはならないのか？
　　　→設問に対して区民の意識付けを狙ってもいるのでは？

　　　　その他おおぜいの人への参加意欲を高めることができなくなるのでは？
　　　→理想的ではあるが、現実的ではない

　　　　幅広く聞くことは必要だしＰＲの場として使えることも想定しているが、エネルギーが分散するのでは

　・全部セットしたものにして、年代を設定することで対象別の結果をまとめることができるのでは
　・若い世代に高齢者関連質問を並べることは、アンケートへの回答意欲を削ぐのでは、逆もありうる

　　　　高齢者に対して子育て関係質問は分からない・・のでは。

　・共通設問を先にして、対象を分けた設問を続ける
　・子育てをどう表現しておくかも設問では困る・・6歳までを子育てと書いたが（福島）
　・小学生まででもよいのでは　（基準を明確にしておいて設問をする必要がある）
　・子育て層に限定して　（小学生以下のこどもを持っている人を対象に聞く項目）

　・枚数をどうするかも検討　
　・年齢だけで設問がその人にとって関係ないかどうかは決まらないのでは

　・以下は関心のある方が回答ください　としてはどうか　

　・問題・課題を分析していないのに誘導するような設問でアンケートをするのは、本来の問題・課題が拾えないのでは・・心配　　なので記述式で自分で書いてもらいたい
　　→自分の思いを記述式で書いてもらいたい　・・・・⇒設問の最後に、「あなたが問題にしたいことや課題と思っていることを書いてください・スペースを設ける」　項目ごとに書いてもらう
　　書いてもらうのは　漏れた項目となるか・・・　代名詞のような書き方で記入が望ましい。

　　ご意見をかいてもらうのではなく・

対象として考えられるのは：


自治会


各種団体　　推薦母体も含め


学校関係


行政（職員）


老人会　ＰＴＡ


高校生や大学生　





●各切り口に関してはまず　大きく方向性を尋ねる


　　その後で、各設問に進むようにする　（設問は、洗い出したい具体的な課題を並べる）


　　選択式でできるだけ明文化して課題を洗い出す


　　選択は、時系列的に実現要望の高いものから◎、○などと選択記入してもらう


　　それ以外のものは記載式で空欄を設けておく　私たちが想定できていないものもこれで拾う





　●2つの年齢層に聞くことの意義は理解できたが、一般区民へのアンケートも同時にできるものとし、属性で対象別の結果をとることで　対象も絞れたこととする。集計分析で分ける


　　　属性：年代　　男女


　　　設問：番号①子育て層を想定　　　　子育てをしている人を対象として想定する設問


②③④　両方


⑤ 高齢者を想定　　　　　シニア層


としているので　設問を並べ替えて、共通項目を聞き、最後の①⑤に関しては関心がある方が選択してもよいように記載


　　　


　●設問内容に関してはさらに聞くことがあるので考えてくる　etcの部分


　→次回28日ＰＴまでに　（26日）小池へ　送付すること　　次回完成する


　＊次回　ワークショップの具体的な進め方を検討する　　区プランの評価はＰＴで一度やってみる





意識調査では動向がわかったが具体的な問題・課題や優先順位、切迫感などは分からない　→これを探る





青葉区民会議でまとめたものの活用先(蕪木)


・都市マスのことだけを視野にいれるのではなく、中期的計画など総合ブランなどへも提示するスタンスを認識しておく


・中期的計画へ案を提示する場合は日程が定められているので取り組むにしても検討が必要


・中期的計画の方向性の中には「環境やまちづくり」の部分が抜けているので必要だというような提案も提案となるのでは
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